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SMPTEタイムコードのドロップフレームについて（NTSC時間補正モード） 

 
垂直フｲールドレ－トが１秒間で６０／１．００１（約59.94Hz）のＮＴＳＣシステムでは、ＮＴＳＣタイムの１

秒間は、６０テレビジョンフｲールドか３０テレビジョンフｲールドと定義しています。 
 
１secNTSC=1.001secREAL 
 
ＮＴＳＣテレビジョンシステムのフｲールドレートが（６０／１．００１）フｲールド／秒（約59.94Hz）であるた

め、１秒３０フレームのカウントアップでは、１時間で約＋１０８フレーム（＋３．６秒REAL）の誤差を生じま

す。 
 注 ３６００秒ｘ１．００１＝３６０３．６秒 
   ３．６秒／０．０３３３６秒≒１０８フレーム 
 
ＮＴＳＣタイムの誤差を最小にするため、各分のスタートにおいて、最初の２つのフレーム番号（００および０

１）をカウントから削除（ドロップ）します。 
ただし、００，１０，２０，３０，４０，５０分目を除きます。 
１時間あたり１０８フレームを削除することになります。 
 注 毎分、２フレームを削除するため１時間では、１２０フレームです。 
   ００，１０，２０，３０，４０，５０分目を除くため、削除するフレームは、 
   １２０－２ｘ６＝１０８フレーム 
 
上記のようにフレームを削除（ドロップフレーム）しても、システム的な誤差原因が、残ります。 
 
ＮＴＳＣ垂直周波数は、３０／１．００１ですが、通常これを２９．９７Hzとしています。 
しかし、正確には、３０／１．００１＝２９．９７００２９９７・・・です。 
この差分が誤差になります。 
 
１日  RealTimeは 
24(時間) x 60(分) x 60(秒) =86,400 秒 
30フレーム/秒 なので 2,592,000フレーム/日・・・・① 
 
NTSCは 30/1.001(29.97002997…..)フレーム/秒 なので  
2,589,410.589..フレーム/日・・・・・② 
   
1日あたり ①マイナス② = 2589.4106… フレーム差が出る・・・・③ 
 
ドロップフレームで 108フレーム/1時間 
 >>24時間で 108x24=2,592フレーム補正している・・・・④   
  
  ③ マイナス④ =－2.5894 
 
ドロップフレームの場合、１日で 2.59フレーム進みが発生する。 
 
 
SMPTEの時間はドロップフレーム補正をしても、1日で実時間に対し3フレーム弱のずれが発生します。 
ESEのGPS受信マスタークロックは、このズレをリセットするタイミングを深夜時間に設定できます。 
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ドロップフレームでは10分の倍数(00分、10分、20分...)を除く毎分の00秒を00フレームではなく02フレーム

から開始します。 
つまり、毎時、00分、10分、20分...50分以外のxx分00秒00 (01)フレームは存在しない。 
 
 

ESEマスタークロックでの補正 
SMPTE出力があるESE社のマスタークロックは、時間とSMPTE出力の時間差の最大ズレを 

設定で変える事が出来ます。 

Resyncすると実時間とのフレームズレをリセットします。 

 

通常、1日1回、指定時間にResyncするよう設定します。 

マニュアルで実行も可能です。 

 

電源オン時にリセット(Resync)となりますが、GPSなど元のデータとロックするまでは、Resyncしない

場合があります。(内部時計と実際の時間差の影響を受けます) 

 

本体VIDEO入力にリファレンス(BBなど)のvideo信号が接続されているとsmpte出力は、このVIDEO

信号と同期してカウント動作します。 

 

 

ES-185F/NTPの例 
以下のWEB画面で設定します。 
 
 
 
 
 
 

①  
 

②  
 

③  
 
 
 
 

① Max Drift before resync 
SMPTEのフレームずれ許容範囲を設定します。指定フレーム以上ずれると基準時計(GPS、NTPなど)に再ロック

します。 
3, 4, 5, 6, 7, 8, 10, 12 フレームから選択。 
 

② Enable SMPTE Resync at 
チェックを入れると指定時間でSMPTEを基準時計(GPS、NTPなど)にシンクします。 
 

③ Resync SMPTE  Now 
ボタンを押すとただちにSMPTE出力を基準時計(GPS、NTPなど)にシンクします。 
ズレをリセットします。 
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ES-185Fの例 (MasterControlPanel2) 
以下の画面で設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 

②  
 

③  
 
 
 
 
 
 
 
 

① Resync SMPTE after a drift of 
SMPTEのフレームずれ許容範囲を設定します。指定フレーム以上ずれると基準時計(GPS、NTPなど)に再ロック

します。 
3, 4, 5, 6, 7, 8, 10, 12 フレームから選択。 
 

② Enable SMPTE Resync at 
チェックを入れると指定時間でSMPTEを基準時計(GPS、NTPなど)にシンクします。 
 

③ Sync Now 
ボタンを押すとただちにSMPTE出力を基準時計(GPS、NTPなど)にシンクします。 
ズレをリセットします。 
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